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託
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Ｓ
Ｂ
ペ
イ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
七
番
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

　
　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式
会
社　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
一
番
三
号
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付
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年
四
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令
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六
年
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月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
六
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
納

付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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年
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宮
城
県
知
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指
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ァ
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ナ
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台
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榴
岡
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四－

二
十
二

二　

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
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で
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る
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令
和
五
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月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
七
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
納

付
受
託
者
を
次
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
二
十
四
番
十
二
号

二　

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
歳
入
の
種
類

　
　

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
宮
城
寄
附
金
に
限
る
。）

三　

指
定
年
月
日

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日

四　

指
定
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
納

付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

楽
天
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社　

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
一
丁
目
十
四
番
一
号　

楽
天
ク
リ
ム
ゾ
ン
ハ
ウ
ス

二　

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
歳
入
の
種
類

　
　

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
宮
城
寄
附
金
に
限
る
。）

三　

指
定
年
月
日

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日

四　

指
定
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
九
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
宮
城

寄
附
金
の
収
納
事
務
を
令
和
五
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
二
番
一
号

　
　

株
式
会
社
さ
と
ふ
る

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
宮
城

寄
附
金
の
収
納
事
務
を
令
和
五
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
二
十
四
番
十
二
号

　
　

株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
宮
城

寄
附
金
の
収
納
事
務
を
令
和
五
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
一
丁
目
十
四
番
一
号　

楽
天
ク
リ
ム
ゾ
ン
ハ
ウ
ス

　
　

楽
天
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

等
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
指
導
要
綱（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下「
要
綱
」と
い
う
。）

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
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１　

名
称　

株
式
会
社
カ
ネ
ミ
ヤ

　

２　

所
在
地　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
萩
野
町
三
丁
目
八
番
地
の
十
九　

京
急
プ
ラ
ザ
六
〇
三

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

代
表
取
締
役　

大
宮
康
弘

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
三
丁
目
十
三
番
一

三　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　

�　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
破
砕
施
設
及
び
木
く
ず
の
破
砕
施
設
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条
第
七
号
及
び
第
八
号
の
二
）　
　

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
木
く
ず

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
五
年
三
月
十
五
日

六　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２�　

縦
覧
期
間　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
）

七　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

令
和
五
年
六
月
九
日

　

２　

提
出
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３�　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

令
和
五
年

六
月
六
日

石
巻
市

河

南

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
河
南
低
温
農

業
倉
庫
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
隣
り
）

　

同
六
月
七
日

石
巻
市

河

南

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
河
南
低
温
農

業
倉
庫
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
隣
り
）

　

同
六
月
九
日

石
巻
市

河

北

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
河
北
総
合
支
所

　

同
六
月
十
二
日

石
巻
市

牡

鹿

午
後
一
時
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

お
し
か
番
屋

　

同
六
月
十
三
日

石
巻
市

雄

勝

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

石
巻
市
雄
勝
総
合
支
所
公
用
車

車
庫

　

同
六
月
十
四
日

石
巻
市

渡
波
・
荻
浜

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
渡
波
公
民
館

　

同
六
月
十
六
日

石
巻
市

桃

生

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

石
巻
市
桃
生
総
合
支
所

　

同
六
月
十
九
日

石
巻
市

北

上

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

石
巻
市
北
上
総
合
支
所

　

同
六
月
二
十
一
日

石
巻
市

蛇
田
・
大
街

道
・
住
吉
・�

中
里
・
稲
井

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
蛇
田
公
民
館

　

同
六
月
二
十
六
日

石
巻
市

湊

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
石
巻
中
央
公
民
館

　

同
六
月
二
十
七
日

石
巻
市

石
巻
・
門
脇

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
石
巻
中
央
公
民
館

　

同
六
月
二
十
八
日

石
巻
市

石
巻
・
門
脇

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

石
巻
市
石
巻
中
央
公
民
館

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

　

県
営
岩
沼
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称



第398号　令和５年４月25日　火曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報
　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

岩
沼
市
役
所
及
び
名
取
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

　

昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
十
五
号
（
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
三
陸
南
沿
岸
唐
桑
西
海
岸
神
止
地
区
海
岸
に
係
る
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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海岸の名称
指定区域

沿岸名 海岸名 地区海岸名 地先海岸名

宮城県三陸南
沿岸

唐桑西海岸 神止地区海岸 小請中井松圃
地先海岸

宮城県気仙沼市唐桑町中井291番３の南側標柱を基準点とし、以下の各
点を順次に結んだ線により囲まれた区域
基点A点
気仙沼市唐桑町中井291番３南側標柱　
北緯38度52分46.9881秒東経141度38分54.1923秒（世界測地系）

神止⑶補助点
１点 北緯 38-52-45.5665 東経 141-38-49.0268
２点 北緯 38-52-44.9782 東経 141-38-47.3685
３点 北緯 38-52-45.4159 東経 141-38-43.8691
４点 北緯 38-52-44.9628 東経 141-38-42.5489
５点 北緯 38-52-44.0917 東経 141-38-41.6902
６点 北緯 38-52-43.4934 東経 141-38-42.1721
７点 北緯 38-52-41.6864 東経 141-38-40.1143
８点 北緯 38-52-41.7834 東経 141-38-38.9650
９点 北緯 38-52-41.5032 東経 141-38-38.4611
10点 北緯 38-52-42.1381 東経 141-38-36.5841
11点 北緯 38-52-43.2004 東経 141-38-36.2210
12点 北緯 38-52-43.2809 東経 141-38-36.2045
13点 北緯 38-52-43.6429 東経 141-38-36.3850
14点 北緯 38-52-43.7897 東経 141-38-36.3747
15点 北緯 38-52-43.8913 東経 141-38-36.3693
16点 北緯 38-52-44.0440 東経 141-38-36.8046
17点 北緯 38-52-44.1756 東経 141-38-36.7207
18点 北緯 38-52-44.2396 東経 141-38-36.7244
19点 北緯 38-52-44.3406 東経 141-38-37.8618
20点 北緯 38-52-45.9736 東経 141-38-39.0477
21点 北緯 38-52-46.1803 東経 141-38-38.6658
22点 北緯 38-52-46.3335 東経 141-38-38.5118
23点 北緯 38-52-46.4101 東経 141-38-38.4668
24点 北緯 38-52-46.5625 東経 141-38-38.3772
25点 北緯 38-52-46.6092 東経 141-38-38.3497
26点 北緯 38-52-46.7773 東経 141-38-38.2601
27点 北緯 38-52-46.7657 東経 141-38-38.3045
28点 北緯 38-52-46.7718 東経 141-38-38.3221
29点 北緯 38-52-46.7450 東経 141-38-38.3371
30点 北緯 38-52-46.7408 東経 141-38-38.3249
31点 北緯 38-52-46.7161 東経 141-38-38.3310
32点 北緯 38-52-46.5680 東経 141-38-38.4145
33点 北緯 38-52-46.6966 東経 141-38-39.2782
34点 北緯 38-52-46.7343 東経 141-38-39.3429
35点 北緯 38-52-46.7601 東経 141-38-39.3672
36点 北緯 38-52-46.8729 東経 141-38-39.5085
37点 北緯 38-52-46.8932 東経 141-38-39.4820
38点 北緯 38-52-46.9116 東経 141-38-39.5050
39点 北緯 38-52-47.0045 東経 141-38-39.6213
40点 北緯 38-52-46.9165 東経 141-38-39.7364
41点 北緯 38-52-46.8202 東経 141-38-39.6158
42点 北緯 38-52-46.7581 東経 141-38-39.6912
43点 北緯 38-52-46.6600 東経 141-38-39.8021
44点 北緯 38-52-46.3280 東経 141-38-39.6061
45点 北緯 38-52-45.9626 東経 141-38-39.6602
46点 北緯 38-52-45.8983 東経 141-38-39.7416
47点 北緯 38-52-45.7701 東経 141-38-39.9627
48点 北緯 38-52-45.7035 東経 141-38-40.4174
49点 北緯 38-52-45.9475 東経 141-38-40.9142
50点 北緯 38-52-46.4741 東経 141-38-41.4202
51点 北緯 38-52-46.8297 東経 141-38-42.3945
52点 北緯 38-52-46.8541 東経 141-38-42.7269
53点 北緯 38-52-46.9550 東経 141-38-43.0688
54点 北緯 38-52-47.0498 東経 141-38-43.4001
55点 北緯 38-52-47.2167 東経 141-38-44.1578
56点 北緯 38-52-47.2181 東経 141-38-44.6438
57点 北緯 38-52-47.1935 東経 141-38-44.9719
58点 北緯 38-52-47.1796 東経 141-38-45.1687
59点 北緯 38-52-47.1227 東経 141-38-45.5071
60点 北緯 38-52-47.1817 東経 141-38-46.0460
61点 北緯 38-52-46.9961 東経 141-38-46.3500
62点 北緯 38-52-46.7991 東経 141-38-46.6654
63点 北緯 38-52-46.7026 東経 141-38-46.8230
64点 北緯 38-52-46.7417 東経 141-38-47.0143
65点 北緯 38-52-46.5541 東経 141-38-47.3420
１～65及び１の各点を順次に結んだ線により囲まれた区域

神止⑴補助点
1-1点 北緯 38-52-32.1334 東経 141-38-51.4645
1-2点 北緯 38-52-31.7351 東経 141-38-52.0980
1-3点 北緯 38-52-32.3813 東経 141-38-54.4318
1-4点 北緯 38-52-31.1883 東経 141-38-56.4602
1-5点 北緯 38-52-29.9767 東経 141-38-56.5468
1-6点 北緯 38-52-29.6361 東経 141-38-57.3061
1-7点 北緯 38-52-29.4878 東経 141-38-57.6365
1-8点 北緯 38-52-29.3282 東経 141-38-57.9935
1-9点 北緯 38-52-30.2652 東経 141-38-58.6516
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1-10点 北緯 38-52-30.3021 東経 141-38-58.7603
1-11点 北緯 38-52-30.3532 東経 141-38-58.7779
1-12点 北緯 38-52-30.4641 東経 141-38-58.8992
1-13点 北緯 38-52-30.7016 東経 141-38-58.8490
1-14点 北緯 38-52-30.8934 東経 141-38-58.8179
1-15点 北緯 38-52-31.3874 東経 141-38-58.7065
1-16点 北緯 38-52-31.4615 東経 141-38-58.5544
1-17点 北緯 38-52-31.5090 東経 141-38-58.5251
1-18点 北緯 38-52-31.7557 東経 141-38-58.2355
1-19点 北緯 38-52-31.7563 東経 141-38-58.0670
1-20点 北緯 38-52-31.9460 東経 141-38-57.6308
1-21点 北緯 38-52-32.8172 東経 141-38-56.7461
1-22点 北緯 38-52-33.4118 東経 141-38-55.6351
1-23点 北緯 38-52-33.9348 東経 141-38-53.7536
1-24点 北緯 38-52-33.6798 東経 141-38-52.5232
1-25点 北緯 38-52-33.3980 東経 141-38-51.1632
1-26点 北緯 38-52-33.1459 東経 141-38-51.1666
1-27点 北緯 38-52-33.0010 東経 141-38-51.1637
1-28点 北緯 38-52-32.6956 東経 141-38-51.2695
（1-1）～（1-28）及び⑴の各点を順次に結んだ線により囲まれた区域

神止⑵補助点
2-1点 北緯 38-52-43.4044 東経 141-38-52.2452
2-2点 北緯 38-52-40.3918 東経 141-38-52.3143
2-3点 北緯 38-52-34.8433 東経 141-38-47.4607
2-4点 北緯 38-52-33.7992 東経 141-38-48.8243
2-5点 北緯 38-52-33.7003 東経 141-38-48.8986
2-6点 北緯 38-52-33.5760 東経 141-38-49.0550
2-7点 北緯 38-52-34.1532 東経 141-38-49.7447
2-8点 北緯 38-52-34.3490 東経 141-38-50.0198
2-9点 北緯 38-52-34.4910 東経 141-38-49.9870
2-10点 北緯 38-52-35.3563 東経 141-38-49.7876
2-11点 北緯 38-52-36.2383 東経 141-38-49.9582
2-12点 北緯 38-52-36.3213 東経 141-38-50.0110
2-13点 北緯 38-52-36.4753 東経 141-38-50.1089
2-14点 北緯 38-52-36.9188 東経 141-38-50.6231
2-15点 北緯 38-52-37.1918 東経 141-38-50.8512
2-16点 北緯 38-52-37.8677 東経 141-38-51.6785
2-17点 北緯 38-52-38.0229 東経 141-38-52.1320
2-18点 北緯 38-52-38.0658 東経 141-38-52.3973
2-19点 北緯 38-52-38.3934 東経 141-38-52.6124
2-20点 北緯 38-52-39.1180 東経 141-38-52.8351
2-21点 北緯 38-52-39.4742 東経 141-38-53.1562
2-22点 北緯 38-52-39.8936 東経 141-38-53.3221
2-23点 北緯 38-52-40.8192 東経 141-38-53.2882
2-24点 北緯 38-52-41.3568 東経 141-38-53.5790
2-25点 北緯 38-52-41.9403 東経 141-38-53.5522
2-26点 北緯 38-52-42.4023 東経 141-38-53.4857
2-27点 北緯 38-52-42.6774 東経 141-38-53.5426
（2-1）～（2-27）及び⑴の各点を順次に結んだ線により囲まれた区域

ただし、方位は真北位による。
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〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

宮
城
郡
松
島
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
松
島
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
確
認
検

査
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

株
式
会
社
仙
台
都
市
整
備
セ
ン
タ
ー

二　

変
更
後
の
確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

　

１　

仙
台
市
青
葉
区
木
町
通
一
丁
目
四
番
十
五
号

　

２　

石
巻
市
蛇
田
字
南
久
林
十
四
番
三

三　

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
　

令
和
五
年
五
月
一
日

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
伊
里
前
一
番
一
の
一
部
、
四

番
一
、
四
番
の
一
部
、
四
番
二
の
一
部
、
七
番
の
一
部
、

八
番
の
一
部
、
九
番
の
一
部
、
十
番
の
一
部
、
十
三
番
一
、

十
四
番
、
十
五
番
、
十
五
番
一
の
一
部
、
十
六
番
一
、
十

七
番
の
一
部
、
十
八
番
一
の
一
部
、
二
十
一
番
の
一
部
、

二
十
二
番
、
二
十
三
番
二
の
一
部
、
二
十
六
番
二
、
二
十

六
番
三
、
二
十
七
番
、
二
十
八
番
一
、
二
十
九
番
一
、
二

十
九
番
二
、
二
十
九
番
三
、
三
十
番
、
三
十
一
番
一
、
三

十
三
番
一
、
三
十
三
番
二
、
三
十
四
番
一
、
三
十
五
番
一
、

三
十
六
番
一
、
三
十
七
番
一
、
三
十
九
番
一
、
四
十
番
一
、

四
十
一
番
一
、
四
十
一
番
二
、
四
十
一
番
三
、
四
十
二
番
、

四
十
二
番
一
、
四
十
三
番
二
、
四
十
三
番
三
、
六
十
三
番
、

六
十
四
番
の
一
部
、
六
十
四
番
二
の
一
部
、
六
十
五
番
の

一
部
、
六
十
六
番
の
一
部
、
六
十
七
番
の
一
部
、
六
十
八

番
一
の
一
部
、
六
十
九
番
一
の
一
部
、
七
十
番
一
の
一
部
、

百
番
十
六
の
一
部
、
百
七
十
五
番
の
一
部
、
百
七
十
五
番

一
の
一
部
、
三
百
二
十
二
番
一
、
二
十
一
番
地
先
の
道
の

一
部
、
四
十
番
一
地
先
の
道
の
一
部
、
六
十
四
番
地
先
の

道
の
一
部
、
六
十
七
番
地
先
の
道
の
一
部
、
二
十
二
番
地

先
の
水
の
一
部
、
四
十
番
一
地
先
の
水
の
一
部
、
二
十
二

番
地
先
の
堤
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

南
三
陸
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
七
号
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公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
令
和
五
年
四
月
十
一
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

証
票
番
号

○候　

第
三
号
の
〇
一
五

証
票
番
号

○団　

第
三
号
の
〇
一
四

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
７
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
包
括
外
部
監
査
人
福
士
直
和

か
ら
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
，
同
法
第
252条

の
38第
３
項
の
規
定
に
よ
り
，
別
冊
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
８
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
32第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

１
　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
　
井
　
口
　
立
　
和
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
２
丁
目
９
番
28－
1902号

　
　
　
後
　
藤
　
修
　
次
　
　
大
阪
府
藤
井
寺
市
野
中
４
丁
目
８
番
33号

２
　
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

　
　
令
和
５
年
４
月
17日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31日
ま
で

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
９
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
平
成
30年

度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
�　
平
成
30年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
連
結
財
務
書
類
に
お
け
る
連
結
対
象
団
体
の
財
務
事
務
の
執
行
及
び

管
理
の
状
況
に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
平
成
31年
３
月
27日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４

月
16日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
令
和
５
年
３
月
28日

第
３
　
措
置
の
内
容

　
　
　
別
紙
の
と
お
り

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
平
成
30年
度
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）

措
置
の
内
容

１
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
７
�．
一
般
社
団
法
人

東
北
地
域
医
療
支

援
機
構

３
�．
経
理
処
理
体
制

に
つ
い
て

【
意
見
】

　
現
時
点
に
お
い
て
は
，
日
々
の
取
引

数
が
少
な
く
，
当
該
リ
ス
ク
は
相
対
的

に
低
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
，

今
後
，
助
成
対
象
の
学
生
が
増
え
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
，
取
引
数
量
が
増
加
し

た
場
合
は
，
専
用
の
会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
導
入
や
経
理
体
制
の
再
構
築
を
検

討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
73）

　
令
和
３
年
10月
に
会
計
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
る
経
理
処
理
体
制
の
見
直
し

を
行
い
，
よ
り
適
正
な
財
務
報
告
を
行

え
る
体
制
を
構
築
し
た
。
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２
Ⅲ
�．
監
査
の
対
象
の

概
要
及
び
監
査
結

果
10�．
株
式
会
社
仙
台

港
貿
易
促
進
セ
ン

タ
ー

４
�．
法
人
事
業
税
に

つ
い
て

【
意
見
】

　
事
業
内
容
に
対
す
る
資
本
金
額
の
規

模
（
経
営
実
態
に
対
す
る
法
人
事
業
税

資
本
割
の
負
担
度
合
）
に
つ
い
て
，
経

営
の
合
理
性
，
出
資
者
間
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
県
民
・
民
間
出
資
者
の
理
解

を
得
ら
れ
る
か
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

（
Ｐ
103）

　
累
積
欠
損
金
解
消
及
び
税
負
担
等
の

経
費
削
減
に
よ
る
収
益
性
の
向
上
と
経

営
の
安
定
化
を
目
的
に
資
本
金
を
減
資

し
た
。

（
資
本
金
：
21億
8,750万

円
→
１
億

円
に
減
少
）

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
10号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
令
和
２
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
�　
令
和
２
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
財
務
事
務
の
執
行
及
び
管
理
の
状
況

に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
令
和
３
年
３
月
29日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
20日
付
け

で
公
表
し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
令
和
５
年
３
月
28日

第
３
　
措
置
の
内
容

　
　
　
別
紙
の
と
お
り

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
令
和
２
年
度
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）

措
置
の
内
容

１
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�４
章
．
宮
城
県
総

　
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
場
で
は
，「
百
万

本
植
樹
事
業
」
と
し
て
，
サ
ッ
カ
ー
場

の
周
り
に
木
を
多
数
植
え
て
い
る
。
指

　
令
和
５
年
度
中
に
，
危
険
性
の
高
い

８
本
の
高
木
の
伐
採
を
予
定
し
て
い

る
。
高
木
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
，
そ

　
�合
運
動
公
園
（
グ

ラ
ン
デ
ィ
・
21）

２
�．
サ
ッ
カ
ー
場
周

辺
の
高
木
の
管
理

の
必
要
性

【
意
見
】

定
管
理
者
に
よ
る
と
，
そ
の
木
々
が
現

在
は
か
な
り
の
高
さ
と
な
り
，
中
に
は

倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
も
の
も
存
在
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
，
令
和
元

年
に
台
風
19号

が
発
生
し
た
際
に
，

サ
ッ
カ
ー
場
の
Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
倒
木

が
起
き
た
。
す
べ
て
の
木
を
伐
採
す
る

必
要
は
な
い
が
，
倒
木
の
危
険
が
高
い

木
の
み
で
も
伐
採
す
る
と
な
れ
ば
相
当

の
費
用
が
か
か
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
周
辺
に
は
住
居
も
あ

る
こ
と
か
ら
，
今
後
ま
た
倒
木
が
発
生

す
れ
ば
，
近
隣
住
民
に
も
被
害
が
及
ぶ

可
能
性
も
あ
る
。
指
定
管
理
者
側
に
お

い
て
は
，
高
木
の
伐
採
に
関
す
る
具
体

的
な
見
積
を
と
り
，
次
の
台
風
が
発
生

す
る
前
に
，
県
に
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｐ
78）

の
他
の
高
木
に
つ
い
て
は
，
危
険
性
の

高
い
高
木
か
ら
年
次
計
画
を
立
て
，
剪

定
・
伐
採
し
て
い
く
。

２
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�４
章
．
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
（
グ

ラ
ン
デ
ィ
・
21）

３
�．
人
口
芝
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト

【
意
見
】

　
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
場
に
は
，
３
つ
の

コ
ー
ト
が
あ
り
，
Ａ
，
Ｂ
コ
ー
ト
は
天

然
芝
，
Ｃ
コ
ー
ト
は
人
口
芝
の
コ
ー
ト

で
あ
る
。
Ｃ
コ
ー
ト
は
も
と
も
と
ク

レ
ー
コ
ー
ト
で
あ
っ
た
の
を
，
土
の
上

に
人
工
芝
を
敷
き
詰
め
て
い
る
が
，
冬

に
な
る
と
霜
の
影
響
で
地
面
が
浮
き
上

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
続
い
た
こ
と
に

よ
り
，
現
在
は
地
面
が
平
ら
で
は
な

く
，
や
や
起
伏
の
あ
る
状
態
で
あ
る
。

部
分
的
に
補
修
を
し
た
箇
所
も
，
は
が

れ
て
き
て
し
ま
い
，
サ
ッ
カ
ー
場
利
用

者
が
つ
ま
ず
い
て
転
ん
で
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
。

　
地
盤
が
土
で
あ
る
限
り
，
今
後
も
天

候
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ど
ん
ど
ん

劣
化
し
て
い
く
た
め
，
部
分
的
な
補
修

で
は
な
く
，
地
盤
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
場
の
高

い
稼
働
率
を
鑑
み
る
と
，
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
Ｃ
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
，
今
年
度
設

計
業
務
を
委
託
し
て
お
り
，
令
和
５
年

度
に
改
修
・
修
繕
で
き
る
よ
う
に
計
画

を
進
め
て
い
る
。
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５
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�６
章
．
宮
城
県
長

沼
ボ
ー
ト
場
（
ア

イ
エ
ス
総
合
ボ
ー

ト
ラ
ン
ド
）

３
�．「
ケ
ヤ
ッ
キ
ー
」

の
活
用

【
意
見
】

　
ボ
ー
ト
場
の
艇
庫
内
に
，
平
成
13年

の
国
民
体
育
大
会
の
際
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ケ
ヤ
ッ
キ
ー
」
の
人
形
が
置
い

て
あ
る
。
宮
城
県
の
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化

に
貢
献
し
た
「
ケ
ヤ
ッ
キ
ー
」
は
，
今

後
も
宮
城
を
元
気
づ
け
る
の
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
今
後
は
，
ケ
ヤ
ッ
キ
ー
人
形
を
艇
庫

内
に
保
管
し
て
お
く
の
で
は
な
く
，
塗

装
を
し
直
し
て
，
ボ
ー
ト
場
利
用
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
大
い
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

（
Ｐ
117）

　
土
台
の
修
繕
や
塗
装
を
行
っ
た
た

め
，現
在
は
有
効
に
活
用
で
き
て
い
る
。

６
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�７
章
．
宮
城
県
ラ

イ
フ
ル
射
撃
場

（
ｎ
ｅ
ｘ
ラ
イ
フ

ル
射
撃
場
）

１
�．
競
技
用
備
品
の

更
新
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
に
お
い
て

は
，
指
定
管
理
料
収
入
を
除
け
ば
，
主

要
な
収
入
は
射
撃
使
用
料
収
入
で
あ

り
，
こ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の

が
各
種
大
会
で
あ
る
。

　
今
回
の
監
査
に
お
い
て
，
大
会
に
使

用
す
る
本
施
設
の
競
技
用
備
品
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
，
電
子
標
的
に
つ
い

て
，
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
は
，
本

施
設
の
26射
座
分
す
べ
て
に
対
応
す
る

数
が
購
入
さ
れ
て
い
る
一
方
，
ス
モ
ー

ル
ボ
ア
ラ
イ
フ
ル
の
電
子
標
的
（
50

ｍ
）
は
，
本
施
設
の
26射
座
分
に
対
し
，

購
入
し
た
の
は
７
個
の
み
で
あ
っ
た
。

　
本
施
設
の
建
物
と
し
て
の
機
能
に
対

し
，
必
要
備
品
を
７
射
座
分
し
か
確
保

で
き
て
お
ら
ず
，
本
来
受
入
可
能
な
大

会
を
開
催
で
き
て
い
な
い
状
況
は
，
と

て
も
本
施
設
の
有
効
的
な
活
用
が
で
き

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

県
は
，
電
子
標
的
を
追
加
購
入
し
た
場

合
と
し
な
い
場
合
に
お
け
る
コ
ス
ト
，

効
果
の
対
比
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
，
そ

の
可
否
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
Ｐ
143）

　
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
ラ
イ
フ
ル
の
50ｍ
電

子
標
的
は
，
令
和
３
年
度
に
10台
整
備

し
た
。
令
和
４
年
度
に
残
り
の
９
台
を

整
備
で
き
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

の
修
繕
を
優
先
的
に
実
施
し
て
も
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
Ｐ
78）

３
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�４
章
．
宮
城
県
総

合
運
動
公
園
（
グ

ラ
ン
デ
ィ
・
21）

４
�．
サ
ッ
カ
ー
場
の

雨
漏
り

【
意
見
】

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
附
帯
施
設
を
視
察
し

た
と
こ
ろ
，
施
設
の
老
朽
化
が
激
し

く
，
特
に
，
天
井
の
雨
漏
り
は
深
刻
で

あ
っ
た
。
指
定
管
理
者
側
で
応
急
処
置

を
し
て
い
る
雨
漏
り
箇
所
は
全
部
で
16

箇
所
あ
っ
た
が
，
普
段
の
雨
は
こ
の
よ

う
な
応
急
処
置
で
対
応
が
で
き
て
も
，

台
風
の
際
は
，
建
物
が
水
浸
し
に
な
っ

て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
も
台
風
が
来
る
た
び
に
大
雨
で

建
物
内
が
水
浸
し
に
な
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
，
早
急
な
修
繕
が
必
要
で
あ

る
。
利
用
者
や
職
員
の
安
全
確
保
の
た

め
に
も
，
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
雨
漏
り

は
，
他
の
修
繕
に
優
先
し
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
の
で
，
県
側
で
は
先
延
ば

し
に
せ
ず
，
一
刻
も
早
く
，
対
策
を
講

じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
Ｐ
80）

　
令
和
４
年
度
に
，
屋
上
部
分
の
プ
レ

ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塗
膜
防
水
，
目
地

シ
ー
リ
ン
グ
改
修
に
つ
い
て
施
工
済
み

で
あ
る
。

４
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�５
章
．
宮
城
県
仙

南
総
合
プ
ー
ル

（
ヒ
ル
ズ
県
南
総

合
プ
ー
ル
）

４
�．
設
備
の
維
持
管

理
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
本
施
設
で
使
用
す
る
ボ
イ
ラ
ー
は
，

通
常
２
台
体
制
で
運
用
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
１
台
の
一
部
機
能
（
ポ
ン
プ

等
）
が
不
調
で
あ
る
が
，
指
定
管
理
者

に
よ
る
と
，
修
繕
の
た
め
の
予
算
の
都

合
が
つ
か
な
い
た
め
，
正
常
な
方
の
ボ

イ
ラ
ー
の
稼
働
率
を
増
加
さ
せ
て
対
処

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
不
調
設
備
の
代
替
と
し
て
，
正
常
設

備
へ
の
負
荷
を
増
加
さ
せ
て
使
用
す
る

こ
と
は
，
正
常
な
設
備
の
寿
命
を
縮
め

か
ね
ず
，
結
果
と
し
て
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
た
め
，
県
に
は
設
備
の
計
画
的
な
修

繕
が
望
ま
れ
る
。

（
Ｐ
103）

　
令
和
４
年
度
，
不
具
合
箇
所
の
調
査

業
務
を
委
託
し
て
お
り
，
年
度
内
に
設

計
業
務
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
，
令
和
５
年
以
降
計

画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。
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７
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�８
章
．
宮
城
県
ク

レ
ー
射
撃
場

２
�．
模
擬
銃
に
つ
い

て
【
意
見
】

　
本
施
設
に
所
在
す
る
物
品
の
う
ち
模

擬
銃
は
，
本
施
設
を
会
場
と
し
て
県
が

実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
第
一
種
銃
猟
免

許
試
験
等
の
便
宜
の
た
め
，
県
が
本
施

設
に
保
管
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
，
模
擬
銃
の
保
管
は
本
施
設

の
指
定
管
理
業
務
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
，
そ
の
保
管
・
管
理
に
お
い
て
責
任

の
所
在
が
曖
昧
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
模
擬
銃
の
調
達
単
価
は
最
低
で
も

数
十
万
円
程
度
と
高
額
で
あ
り
，
適
正

な
管
理
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
，
指
定
管
理
者
に
よ
る
と
，
模

擬
銃
は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必

要
で
あ
り
，
ま
た
保
管
の
た
め
一
時
期

は
本
施
設
の
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
16基
の
う

ち
10基
を
占
有
す
る
な
ど
，
本
来
の
指

定
管
理
業
務
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
，
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
に
支
障

を
来
た
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
，
模
擬
銃
の
調
達
に
つ
い
て

は
，
実
銃
の
新
品
を
県
で
購
入
し
模
擬

銃
へ
改
造
す
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で

い
る
。
し
か
し
本
施
設
の
指
定
管
理
者

（
宮
城
県
猟
友
会
）
に
よ
る
と
，
中
古

銃
を
元
と
し
て
も
運
用
年
数
や
保
守
に

さ
ほ
ど
の
違
い
は
無
い
と
の
見
解
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
，
県
自
然
保
護

課
に
よ
る
と
，
模
擬
銃
は
基
本
的
に
宮

城
県
猟
友
会
の
「
講
師
会
」
と
い
う
専

門
組
織
か
ら
の
要
望
に
即
し
た
も
の
を

購
入
し
て
い
る
が
，
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
部
模
擬
銃
は
使
用
頻
度
が
低
い

と
い
っ
た
実
態
で
あ
る
と
の
見
解
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
，
模
擬
銃
の
調

達
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
あ
り
，
経

済
的
な
調
達
が
な
さ
れ
て
い
る
か
疑
問

で
あ
る
。

　
県
は
模
擬
銃
の
経
済
的
な
調
達
（
県

　
令
和
４
年
度
の
協
定
か
ら
，
模
造
銃

の
管
理
を
指
定
管
理
業
務
に
規
定
し
た
。

　
　

と
講
師
会
の
見
解
の
相
違
の
解
決
）
か

ら
，
責
任
の
あ
る
管
理
の
た
め
の
指
定

管
理
契
約
の
見
直
し
（
模
擬
銃
の
取
扱

い
を
業
務
内
容
に
含
め
る
か
否
か
）
ま

で
，
模
擬
銃
の
取
扱
い
を
総
合
的
に
再

検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
159）

８
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�10章
．
加
瀬
沼
公

園
（
モ
リ
リ
ン
加

瀬
沼
公
園
）

１
�．
公
園
内
ト
イ
レ

の
改
修
・
増
設
の

必
要
性

【
意
見
】

　
加
瀬
沼
公
園
内
に
は
，
多
目
的
ト
イ

レ
・
男
子
用
・
女
子
用
ト
イ
レ
が
３
ヶ

所
設
置
さ
れ
て
い
る
が
，
公
園
の
敷
地

の
広
さ
及
び
利
用
客
数
の
多
さ
に
比

べ
，
ト
イ
レ
の
設
置
数
が
少
な
い
。
今

後
ま
す
ま
す
公
園
需
要
を
高
め
て
い
く

方
針
で
あ
れ
ば
，
ト
イ
レ
の
増
設
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
，
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
，
多
目
的
ト
イ
レ
に
関
す
る
要
望
と

し
て
，「
身
障
者
用
ト
イ
レ
は
温
水
ト

イ
レ
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
た
め
改
修

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
，
県

は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
，

他
の
修
繕
に
優
先
し
て
多
目
的
ト
イ
レ

の
温
水
ト
イ
レ
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
179）

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
，
炊
事
棟
及
び

管
理
事
務
所
の
施
設
更
新
と
併
せ
て
増

設
す
る
予
定
で
あ
り
，
温
水
ト
イ
レ
化

に
つ
い
て
も
，
当
該
施
設
更
新
と
併
せ

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
（
令
和
４
年

度
内
に
設
計
完
了
後
，
工
事
発
注
予

定
）。
な
お
，
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
ト

イ
レ
が
不
足
す
る
場
合
は
，
仮
設
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
。

９
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�10章
．
加
瀬
沼
公

園
（
モ
リ
リ
ン
加

瀬
沼
公
園
）

２
�．
ペ
ッ
ト
と
楽
し

め
る
広
場
づ
く
り

【
意
見
】

　
加
瀬
沼
公
園
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

見
る
と
，「
芝
生
広
場
に
犬
を
立
ち
入

れ
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
声
が
目

に
付
く
。
芝
生
広
場
で
は
，
公
園
利
用

者
が
，
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り
，
お
弁
当

を
食
べ
た
り
し
て
い
る
た
め
，
犬
が

入
っ
て
き
て
芝
生
に
糞
を
す
る
と
衛
生

上
問
題
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ

る
が
，
指
定
管
理
者
側
で
は
現
状
，

ペ
ッ
ト
の
芝
生
広
場
へ
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し
て
は
い
な
い
。
公
園
は
，
お
互

い
譲
歩
し
な
が
ら
使
う
べ
き
も
の
で
あ

る
た
め
，
芝
生
広
場
の
利
用
客
の
声
だ

け
を
聞
き
ペ
ッ
ト
の
立
ち
入
り
を
禁
止

　
加
瀬
沼
公
園
の
ペ
ッ
ト
利
用
に
つ
い

て
１
年
間
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結

果
，
全
124件

の
回
答
の
う
ち
，「
利
用

場
所
の
制
限
」
が
必
要
と
い
う
回
答
は

１
件
の
み
で
，
大
半
が
「
改
善
は
不
要
」

ま
た
は
「
エ
リ
ア
分
け
で
は
な
く
マ

ナ
ー
の
徹
底
が
必
要
」
と
い
う
回
答
で

あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
，
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
エ
リ
ア
分
け
は

実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
が
，
マ
ナ
ー

の
徹
底
に
つ
い
て
は
，
引
き
続
き
園
内

放
送
や
巡
視
等
に
よ
り
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
く
。
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ペ
ー
ス
の
確
保
も
困
難
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
，
公
園

内
の
駐
車
場
の
規
模
拡
大
は
必
須
で
あ

る
。
ま
た
，
指
定
管
理
者
は
，
今
後
，

公
園
の
利
用
者
数
を
年
間
20万
人
規
模

に
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
，

駐
車
場
規
模
の
拡
大
は
，
利
用
者
増
加

や
公
園
内
施
設
の
利
用
促
進
に
も
つ
な

が
る
で
あ
ろ
う
。

（
Ｐ
187）

12
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�12章
．
岩
沼
海
浜

緑
地
（
ジ
ュ
ニ

パ
ー
ク
岩
沼
）

１
�．
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ク

岩
沼
の
看
板

【
意
見
】

　
岩
沼
海
浜
緑
地
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
導
入
し
て
い
る
施
設
の
一
つ
で
あ

り
，「
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ク
岩
沼
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
当
該
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
株
式
会
社

仙
台
放
送
で
あ
る
。

　
岩
沼
海
浜
緑
地
の
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
入

口
に
は
「
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ク
岩
沼
」
の
看

板
が
あ
る
一
方
で
，
南
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

看
板
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
「
ジ
ュ
ニ

パ
ー
ク
岩
沼
」
の
愛
称
が
定
着
さ
れ
て

い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
北
ブ
ロ
ッ
ク

は
平
日
の
利
用
者
が
少
な
い
の
に
対

し
，
南
ブ
ロ
ッ
ク
は
平
日
で
も
利
用
者

が
多
い
た
め
，
や
は
り
南
ブ
ロ
ッ
ク
に

も
愛
称
が
定
着
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。
　
今
後
，
新
た
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

契
約
を
締
結
す
る
際
は
，
北
ブ
ロ
ッ
ク

の
み
な
ら
ず
南
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
看
板
を

設
置
す
る
こ
と
を
県
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に

対
し
積
極
的
に
提
案
し
，
北
ブ
ロ
ッ

ク
・
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
両
施
設
が
県
民
か

ら
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
な
存
在
と
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
Ｐ
194）

　
令
和
４
年
度
末
で
現
在
の
ス
ポ
ン

サ
ー
と
の
契
約
が
終
了
す
る
た
め
，
令

和
４
年
９
月
か
ら
新
規
ス
ポ
ン
サ
ー
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
新
規
ス
ポ
ン

サ
ー
の
応
募
が
あ
っ
た
際
は
，
北
ブ

ロ
ッ
ク
及
び
南
ブ
ロ
ッ
ク
両
施
設
へ
の

看
板
設
置
を
促
す
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
11号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
252条

の
37第
１
項
の
規
定
に
よ
る
令
和
３
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の

し
て
し
ま
う
と
，
今
度
は
，
日
常
的
に

犬
の
散
歩
に
来
て
い
る
利
用
者
か
ら
不

満
の
声
が
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
芝
生
広
場
内
で
，
ペ
ッ
ト
が
走
り

回
っ
て
い
い
エ
リ
ア
と
，
テ
ン
ト
を

張
っ
て
い
い
エ
リ
ア
に
区
分
を
し
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

（
Ｐ
179）

10
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�10章
．
加
瀬
沼
公

園
（
モ
リ
リ
ン
加

瀬
沼
公
園
）

６
�．
施
設
の
有
料
化

【
意
見
】

　
加
瀬
沼
公
園
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を

目
的
と
し
た
大
き
な
需
要
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
，
条
例
の
定
め
に
よ
り
利

用
料
は
全
て
無
料
で
あ
り
，
利
用
料
収

入
が
な
い
。

　
一
定
の
需
要
が
見
込
め
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
，
条
例
の
制
限
に
よ
り
有
料
化

が
不
可
能
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て

は
，
条
例
自
体
の
改
正
も
視
野
に
入
れ

た
有
料
化
の
検
討
を
実
施
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

（
Ｐ
182）

　
条
例
改
正
を
伴
う
施
設
の
有
料
化
に

つ
い
て
は
，
施
設
の
更
新
時
期
等
，
適

切
な
時
期
に
，
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え

て
判
断
す
る
。

11
Ⅲ
�．
今
回
の
監
査
結

果
第
�11章
．
仙
台
港
多

賀
城
地
区
緩
衝
緑

地
（
う
し
ち
ゃ
ん

多
賀
城
緑
地
公
園
）

１
�．
駐
車
場
の
拡
大

【
意
見
】

　
仙
台
多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
の
駐
車

場
は
，
駐
車
で
き
る
台
数
が
50台
程
度

と
非
常
に
少
な
い
。
子
供
た
ち
の
遠
足

利
用
が
全
く
な
く
，
ま
た
，
土
日
は
ス

ポ
ー
ツ
利
用
者
の
み
な
の
で
，
現
状
，

駐
車
場
が
足
り
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
，
昼
休
み
に
な
る
と
，
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
が
休
憩
し
に
公
園
に
来
る
た

め
，
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
駐
車
場
が
埋

ま
っ
て
し
ま
う
。
指
定
管
理
者
側
は
，

お
昼
休
憩
の
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
を
禁

止
で
き
な
い
た
め
，
現
在
は
，「
大
型

ト
ラ
ッ
ク
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
内
容
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る

の
み
で
あ
る
。

　
狭
い
駐
車
場
に
，
機
材
を
積
ん
だ
業

者
ト
ラ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
停
ま
っ
て
い

る
と
，
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
危
険
で

あ
り
，
ま
た
，
一
般
利
用
者
の
駐
車
ス

　
園
内
の
駐
車
場
は
３
カ
所
あ
り
，
全

部
で
161台

駐
車
可
能
で
あ
る
。
駐
車

場
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
駐
車
場
利
用
は
平
日
が
多
く
，
繁
忙

期
の
駐
車
場
利
用
に
は
影
響
が
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
し
，
大
型
ト

ラ
ッ
ク
駐
車
に
伴
う
公
園
利
用
の
妨
げ

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
駐
車
場
の

区
画
線
を
引
き
直
し
，
普
通
車
の
駐
車

場
所
を
増
や
す
こ
と
で
，
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
拡
大
及
び
利
用
者
の
安
全
確
保
を

図
っ
た
。



（13）　令和５年４月25日　火曜日 第398号宮　　城　　県　　公　　報
結
果
に
つ
い
て
，
同
法
第
252条

の
38第
６
項
の
規
定
に
よ
り
，
宮
城
県
知
事
か
ら
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
の
で
，
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
５
年
４
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

第
１
　
監
査
結
果
の
報
告

　
　
�　
令
和
３
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
自
然
環
境
に
係
る
財
務
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
）
に
つ
い
て
は
，
令

和
４
年
３
月
28日
に
包
括
外
部
監
査
人
か
ら
報
告
が
あ
り
，
同
年
４
月
19日
付
け
で
公
表
し
た
。

第
２
　
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
令
和
５
年
３
月
28日

第
３
　
措
置
の
内
容

　
　
　
別
紙
の
と
お
り

番号
項
　
　
目

監
査
の
結
果
及
び
意
見

（
Ｐ
は
令
和
３
年
度
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
書
の
ペ
ー
ジ
）

措
置
の
内
容

１
第
�３
　
外
部
監
査
の

結
果
及
び
意
見

１
�　
行
政
評
価

⑵
�　
不
明
確
な
評
価

対
象
事
業
の
範
囲

【
指
摘
】

（
現
状
の
問
題
点
）

　
「
環
境
創
造
基
金
市
町
村
支
援
事
業

交
付
金
事
業
は
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
構
成
す
る
事
業
に
含
ま
れ
な
い
た

め
，
施
策
評
価
対
象
外
で
あ
る
」
と
す

る
県
の
説
明
の
合
理
的
根
拠
は
希
薄
で

あ
る
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
事
業
費
に
金
額
的
重
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
施
策
評
価
の
対

象
と
す
る
。

　
な
お
，
県
の
説
明
に
よ
る
と
，
令
和

３
年
度
か
ら
は
環
境
創
造
基
金
市
町
村

支
援
事
業
交
付
金
も
施
策
評
価
の
対
象

と
な
る
，
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
Ｐ
11）

　
令
和
３
年
度
か
ら
環
境
創
造
基
金
市

町
村
支
援
事
業
交
付
金
も
施
策
評
価
の

対
象
と
し
て
い
る
。

２
第
３
　
外
部
監
査
の
（
現
状
の
問
題
点
）

　
林
業
公
社
の
経
営
は
，
投
資
か
ら
収

　
�結
果
及
び
意
見

２
�　
契
約

⑵
　
無
利
子
貸
付

【
意
見
】

　
林
業
公
社
に
対
す
る
貸
付
を
全
て
無

利
子
と
す
る
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
無
利
子
貸
付
と
す
る
公
益
上
の
必
要

性
に
乏
し
い
場
合
，
適
正
な
利
率
に
よ

る
貸
付
条
件
と
す
る
。

（
Ｐ
23）

益
を
得
る
ま
で
の
期
間
が
長
い
林
業
の

特
殊
性
に
よ
り
，
森
林
整
備
に
係
る
投

資
額
を
借
入
金
で
賄
い
，
分
収
林
契
約

満
了
時
の
立
木
販
売
収
入
を
も
っ
て
借

入
金
の
返
済
に
充
て
る
事
業
ス
キ
ー
ム

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
，
県
で
は
林
業
公
社
に
対

し
，
昭
和
40年
代
か
ら
有
利
子
に
よ
り

事
業
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
き
た
が
，

利
子
負
担
が
経
営
を
圧
迫
し
，
巨
額
の

負
債
を
抱
え
る
に
至
っ
た
た
め
，
平
成

11年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
，
こ
れ
ま
で
の
県
貸
付
金
の

繰
上
償
還
・
無
利
子
再
貸
付
に
よ
り
，

利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
平
成
25年
10月
の
特
定
調
停
に
当
た

り
策
定
さ
れ
た
「
再
建
計
画
」
に
基
づ

き
，
県
で
は
無
利
子
資
金
の
貸
付
を
令

和
３
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
が
，
こ

の
間
，
林
業
公
社
の
経
営
は
安
定
に
転

じ
，
令
和
４
年
度
か
ら
は
本
格
的
な
主

伐
も
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
今
後
，

新
た
な
貸
付
の
必
要
性
が
生
じ
た
際

は
，
適
正
な
利
息
を
付
与
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

３
第
�３
　
外
部
監
査
の

結
果
及
び
意
見

２
�　
契
約

⑷
�　
不
自
然
な
指
定

管
理
者
の
実
績
報

告
【
意
見
】

（
現
状
の
問
題
点
）

　
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の

実
績
報
告
に
つ
い
て
，
指
定
管
理
料
が

実
績
精
算
払
い
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず

指
定
管
理
者
の
事
業
収
支
実
績
が
ゼ
ロ

な
の
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
り
，
こ

の
よ
う
な
実
績
報
告
が
十
分
に
許
容
さ

れ
る
内
容
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
指
定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に

お
い
て
，
指
定
管
理
者
の
実
績
報
告
の

適
切
性
も
確
認
す
る
。

（
Ｐ
28）

　
令
和
３
年
度
の
実
績
報
告
か
ら
区
分

経
理
を
見
直
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
旨

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
票
に
よ
り
確
認

し
た
。
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公
益
法
人
会
計
基
準
に
準
拠
し
，
引

当
金
の
計
上
基
準
（
公
益
法
人
会
計
基

準
第
５
⑵
）
や
引
当
金
の
明
細
（
公
益

法
人
会
計
基
準
第
62⑵
）を
開
示
す
る
。

（
Ｐ
43）

４
第
�３
　
外
部
監
査
の

結
果
及
び
意
見

３
�　
補
助
金

⑶
�　
事
業
効
果
の
検

証
不
足

【
意
見
】

（
現
状
の
問
題
点
）

　
防
災
拠
点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
促
進
事
業
に
つ
い
て
，
計
画
の
成
果

目
標
と
実
績
の
比
較
分
析
の
内
容
が
明

ら
か
で
な
く
，
事
業
効
果
の
検
証
が
十

分
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
計
画
の
成
果
目
標
と
実
績
の
乖
離
が

大
き
い
事
項
に
つ
い
て
は
，
実
績
デ
ー

タ
の
正
確
性
を
含
め
て
十
分
に
確
認
の

う
え
，
事
業
効
果
を
検
証
す
る
。

（
Ｐ
34）

　
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事

業
に
つ
い
て
は
，
令
和
２
年
度
に
設
備

整
備
事
業
が
す
べ
て
終
了
し
た
こ
と
か

ら
，
導
入
設
備
に
よ
る
令
和
３
年
度
以

降
の
発
電
状
況
等
を
，
各
導
入
施
設
に

照
会
し
，
と
り
ま
と
め
る
こ
と
で
，
事

業
の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。

５
第
�３
　
外
部
監
査
の

結
果
及
び
意
見

４
�　
公
社
等

⑶
�　
経
営
改
善
の
進

行
状
況
の
開
示
不

足
【
意
見
】

（
現
状
の
問
題
点
）

　
公
表
さ
れ
て
い
る
林
業
公
社
に
係
る

「
改
善
支
援
団
体
の
取
組
状
況
」
に
お

い
て
，
経
営
改
善
の
進
行
管
理
状
況
の

開
示
が
十
分
と
は
考
え
難
い
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
改
善
支
援
団
体
の
取
組
状
況
の
中

で
，
数
値
目
標
及
び
実
績
の
比
較
分
析

に
関
す
る
説
明
を
記
載
し
，
経
営
改
善

の
進
捗
状
況
に
係
る
情
報
開
示
の
充
実

化
を
図
る
。
特
に
分
収
割
合
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
林
業
公
社
の
経
営
改
善
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
点
に
留
意
し
，

進
行
状
況
に
係
る
情
報
開
示
の
必
要
性

は
高
い
と
考
え
る
。

（
Ｐ
41）

　
改
善
支
援
団
体
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
は
，
収
支
に
関
す
る
具
体
的
な
金
額

を
記
載
す
る
等
，
前
年
度
よ
り
も
充
実

を
図
っ
た
。

　
分
収
割
合
の
変
更
に
つ
い
て
も
，
市

町
村
を
対
象
に
手
続
き
を
開
始
し
た
こ

と
を
明
記
し
た
。

６
第
�３
　
外
部
監
査
の

結
果
及
び
意
見

４
�　
公
社
等

⑷
�　
引
当
金
の
開
示

も
れ

【
指
摘
】

（
現
状
の
問
題
点
）

　
環
境
公
社
は
特
定
災
害
防
止
準
備

金
，
維
持
管
理
積
立
金
，
埋
立
維
持
管

理
積
立
金
を
会
計
上
の
引
当
金
と
整
理

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
財
務
諸
表

の
注
記
（
引
当
金
の
計
上
基
準
）
や
引

当
金
の
明
細
（
附
属
明
細
書
）
の
記
載

が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
，
引
当
金
と

し
て
の
必
要
な
開
示
が
も
れ
て
い
る
。

（
解
決
の
方
向
性
）

　
財
務
諸
表
の
注
記
（
引
当
金
の
計
上

基
準
）
及
び
引
当
金
の
明
細
を
開
示
し

た
。


